
【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都奉仕・ボランティア教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究主題「生徒が主体的に行う社会に関わる活動」について、コロ

ナ禍で、ボランティア活動、社会貢献活動の在り方も変わりつつある

という報告を、学校との関わりがある中間支援組織等より聞く場面が

あった。  

また、新型コロナウイルス感染症の扱いが変わり、社会と関わる活

動等を再開している学校もある一方で、これまでの連携先との関係を

つかめず、活動の再開がなかなか見込めないという学校もあるという

声を受け、ボランティア活動等の社会とかかわる活動を推進する教員

同士や、都内ボランティアセンター職員との情報交換会を企画・運営

することと、防災教育に関する研修会を企画・運営し、教員のみなら

ず中間支援組織からも主題に即した情報提供をもらいつつ、生徒の主

体性を育む指導の在り方について、研究するものとする。 

Ⅲ 研究の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

研究主題 「生徒が主体的に行う社会に関わる活動」について 

 本研究会は、平成 23年度に教科・科目「奉仕」における授業実践と、

「社会の一員の自覚」と「規範意識と社会貢献意識の醸成」等を目的に

発足し、11 年目を迎えた。 

これまで「ボランティア教育」に関心をもつ教育者や、ボランティア

関係団体の方々が集まる研究会として活動している。 

令和４年に開催された第 46 回全国高等学校総合文化祭東京大会「ボラ

ンティア部門」の委員として研究会が関わり、その他にも、教員や外部

中間支援組織を対象とした研修会も実施している。 

①教員の他に、社会福祉協議会等の中間支援組織、社会貢献活動

にかかわりのあるＮＰＯ団体等に声かけを行い、本研究会の研

究協議会（月例会）等に関わってもらう。 

②定期的な研究協議会（月例会）を対面の他に、オンラインでの

開催も視野に入れ、ハイブリッド形式で実施する。 

③東京ボランティアレガシーネットワーク（（以下、ＶＬＮ）（東京

都生活文化スポーツ局都民生活部、東京都つながり創生財団）

との連携を深め、本研究会の研修内容等を発信していく。 

④教員を対象とした研修会（意見交換会）を計画し、教員のみな

らず、中間支援組織とのつながりをもてる機会を設定し、ねら

いに沿った研修内容を推進していく。 

⑤研究主題に沿った内容を定期的に進めていく。 

 

①コロナ過で生まれた新たな社会に関わる活動を探る。 

②教員、中間支援組織を対象とした研修会の中でヒアリングを行

う。 

③社会貢献活動による生徒への効果（変容等）をみとる。 

④コロナ後を見据えた新たな社会に関わる活動を探る。 

⑤防災教育に関する研修会を行い、コロナ前とコロナ後の変化を

講師から学ぶ。 
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Ⅴ 実践事例（研修会） 

 

Ⅵ 研究の成果と課題 

 

＜令和５年度連絡先＞ 

団体名 東京都奉仕・ボランティア教育研究会 

代表者 

所属 東京都立田無高等学校 

職 氏名 校長 藤田 豊 

連絡先 ０４２－４６３－８５１１ 

事務局 

所属 東京都立赤羽北桜高等学校 

職 氏名 主幹教諭 正木 成昭 

連絡先 ０３－５９４８－４３９０ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

http://www.houshibora.com/ 

 

 

〇８月２１日（月）実施 

「ボランティア活動」に関する情報交換会 

対 象：教員、中間支援組織等 

参加者：４２名 

都立・私立高等学校の先生や、社会福祉協議会・ボランティアセ

ンターなどの中間支援組織、行政職員もご参加いただいた。 

高等学校の視点でのボランティアセンターや地域との連携の事

例、ボランティアセンターの視点での学校と地域を結びつける事

例発表、中間支援組織からの情報提供、意見交換など多岐にわた

る会となった。 

〇１２月７日（木）実施 

「防災教育」に関する研修会（講師：齋藤幸男氏） 

対 象：教員、中間支援組織等 

参加者：３２名（オンライン参加者含む） 

①災害（東日本大震災）をとおして感じた高校生とボランティア活動 

②私が「防災という教育」にかける思いについて講演を頂いた。 

 

＜成果＞ 

・ボランティア活動等の特別活動を行うにあたり、教員、中間支

援組織ともにつながりを求める需要が高いことが分かった。研究

会として、教員同士や中間支援機関とつなぐ機会を継続して設定

するよう推進していく。 

・ハイブリット形式で月例会を実施したことや、ＶＬＮのサイト

へ本研究会の活動紹介を掲載したことにより、他の団体や個人に

研究会を知ってもらう機会を得ることができたことは大きな成果

であると考えている。 

＜課題＞ 

・生徒が主体的に行う社会に関わる活動を推進するためには、指

導者側の理念やノウハウが必要である。理念やノウハウを知るた

めには、その分野の専門家から学ぶことも必要不可欠である。そ

のような機会を月例会等の中で位置づけるよう工夫していく。 

ＴＶＡＣニュースより引用（東京ボランティア・市民活動センター） 

http://www.houshibora.com/

